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【 11 月 12 日週 】 

 

ウマ「こんにちは、シカ君。一方的なドル安・円高は一服したけど、相場はまだまだ荒れているねぇ」 

シカ「ホントに。対円ではドル安も一服したけど、そしたら対ユーロでドルは安値を更新したから。ドル安もなか

なかに侮れない。先週も言ったけど、かなり根の深い問題だと思うよ」 

ウマ「でも、どうなんだろ。そろそろ落ち着くころなのかな？ちょっと広い気もするけど、105～108 円程度のレン

ジは居心地が良いようにも思うし･･･」 

シカ「うん。そうだね。個人的には、そんなイメージを持っている。あまりレンジを逸脱することはないと思うよ。け

ど･･･」 

ウマ「ストップ！長い付き合いのすえ、シカ君の言いたいことがようやく判ってきたよ。『けどリスクはドル安・円

高だけどね』･･･でしょ（笑）」 

シカ「参ったなぁ～。完全に読まれているよ（笑）。そう。そもそも論として、円高じゃなくてドル安相場だって言う

ことが先ずあるんだけど、加えて先日の機械受注、今日のＧＤＰと予想を大きく下回る数字が発表されたにもか

かわらず、円売りは限定的なものに留まっている。これから先も円売りが加速することは考えにくいな」 

ウマ「なるほどね。そうなんだよ。機械受注もＧＤＰもあれほど悪い数字なのに、影響はほとんどないものね。ま

ったく信じられないよ！ポジション的にもだいぶ軽くなったのかな？」 

シカ「ドル／円については、もともとそんなにポジションが偏っていないでしょ？ユーロ／ドルは1.30ドルまで行く

過程でだいぶドルショートになっていたよね。それはシカゴＩＭＭのデータにもはっきりと現れている。けど、介入

警戒感などからだいぶ戻したから、いまはどうかな」 

ウマ「シカ君に聞くよ！ズバリ、1 ドル 105 円は割れるだろうか？」 

シカ「それってスパンは？来週中？それだったら、可能性は低いって考えるね。来週の材料はＧ20ぐらいしかな

いし。でも、気になることがあるんだよなぁ･･･」 

ウマ「それそれ！そういうのを聞かせておくれよ。なんだい？」 

シカ「取り敢えずは今日付け日経金融新聞の 1 面だろうね」 

ウマ「見た見た！米国がドル安容認に転換へ、1ドル80円も視野、でしょう。タイトルだけ見たら、ビックリ仰天だ

ったよ。内容はとくになかったけど（笑）」 

シカ「･･･（笑）。そう。でもその日経金融新聞が気になるんだよね。というのも、先週に言ったでしょ。『みんなが

言い出したら要注意。日経新聞あたりに、それらしい記事がでたら注意が必要かもしれない』って。相場には

“知ったら（お）しまい”という格言があるけど、なんとなくそんな予感もするよね」 

ウマ「それは判るなぁ～。問題はメジャーな日経新聞じゃなくて、ややマイナーな日経金融新聞っていうところだ

けどね。ちょっと微妙（笑）」 

シカ「まさにそのとおり（笑）。日経新聞なら“文句なし”、なんだけどさ（笑）」 

ウマ「そういえば、マーケットではＥＣＢによるユーロ売り介入思惑がある反面、来週のＧ20 でドル安合意される

とのウワサもあるみたいだね」 

シカ「うん。僕もそれは聞いているよ。でもね、あんまり重要視することはないでしょう。もちろん、可能性として

は否定出来ないけどさ」 

ウマ「ポジショントークかな？」 

シカ「だと思うね。値動きはそれなりにある相場だけど、意外に儲けている人は少ないハズ。ヤラレている人が

言い出した話のような気がするな。 

そうそう。ひとつ忘れていたよ。ヘッジファンドなどは米感謝祭までが年内の勝負だからね。それも一応頭の隅

に入れておいた方がいいかも知れない」 
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